

































を媒介とした部落 と全体社会 との関係についての理論化に取 り組む。
筆者 らはこの10数年間、高知県東洋町(池 田,1985、1986)、和歌山県新宮市(新 宮市教育委
員会,1985)、大阪府箕面市(箕 面市教育委員会,1990)、泉南市(泉 南市教育委員会,1993)、高
槻市など、タイプの異なる部落 と関わりをもち調査を行ってきた。10数年にわたり観察を続け












労働に重視 してきたかれらが、一般地区 とは異なる生活文化を形成 してきたとしても不思議で












られた後 も、一般地区と肩を並べ られるだけの経済基盤を獲得するに至 らなかった。例外はあ
る。かれらの中にも事業に成功 し富を築いた者はいたし、学歴を得て専門職についたものもあ




下 「同対審答申」 と略す)で あり、それを受けて昭和44年に実施された 「同和対策事業特別措











は、部落の子 どもたちの学力実態がある(%各 地で行われた学力調査の結果 を見て も、部落
の子 どもたちが学力的に低位にあるのは明らかである。ちなみに、1989年に大阪府下で行われ
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学歴層に偏っており、20年前の全国平均 とほぼ等 しいのが実態である。このことが子 どもの学




落は文化的に低位であるという偏見を存続させる条件 ともなっている。そ して もっと重要なこ
とは、さまさまな情報や機会への部落の人々の接近を困難にしているということである。かつ
ては部落差別が直接部落民の情報や生活機会への接近を阻害 していた。その側面は結婚差別に
み られるように今 日払拭されたわけではないが、その形態はより間接的な ものに変わってきて
いる。今 日では、部落差別によって直接排除された り虐げられるという経験は少な くな り、制
度的な基準や規範に順応できないために、 しだいに周辺的な立場に追いや られるといった排除
の形態が支配的になっているのである。本論文では、部落差別のこのような今 日的な形態を学
































































に自尊感情についてみてみよう。表4が 小 ・中学生の自尊感情の分布を部落と部落外で比較 し
たものである。調査以前には部落の子 どもは自尊感情が部落外の子 どもに比べ低いのではない
か、そして、それが学校生活や学力形成にも影響を及ぼしているのではないかという仮説があ
った。 しかし実際の結果は、 この ように、小学生では部落のほうが自尊感情がやや低い傾向が
認められるものの、中学生になると部落 と部落外の差はほ とん ど認め られない。泉南市の結果
で もこれとほぼ同様の傾向が見られた。
表4自 尊感情の分布

















































にして、部落の子 どもの自己概念 と学力の問題に迫 ってみよう。

































ある結果に対 して人間だれもが同 じ感情を抱 き同じ評価を下すわけではない。一つの成功や











に関する研究が多 く行われてきた)が 発達 させた独自の文化が、身近な他者による評価や社会
的比較 さらには心理的機軸に一定のパターソを与え、成員の自尊感情の防御を可能にするので
ある。
被差別部落も他の民衆か ら長い間にわたって隔離 され一定の地域に閉 じ込め られてきた結
果、独特の文化を形成 してきた。解放令によって地理的移動の自由が認められたとはいえ、近








る情報源は家庭や近隣か ら提供されるし、た とえ学校での学力やその他の成果が思わ しくない
として も、身近な仲間 と比べて自分の達成度を評価する傾向が強いだろう。中流階級の家庭 と



























わち学校的な価値を基準 としたまわ りの評価を感 じとった上での 自己評価からもた らされた も
のであると推察できる。











い。部落の中には学校文化に対 して反感を感 じているおとながお り、そのような下位文化の継
承者 として中学生をとらえることも可能である。学校的権威や文化に対 して反抗的であれば、
学校が重きをお く価値、た とえば学力や努力主義な どに背を向け、別の価値を追求する姿勢も
生まれてこよう。そ してそれは、低学力にともなって自尊感情も低下するという業績主義的解
釈とは相入れない結果をもたらすことになるであろう。
この点に関 して現在 もっとも有力な見解を提示 しているのがオグブ(1987,1990)である。
かれの理論の特徴は、マイノリティを 「不本意(カ ース ト)マイノリティ(involu飢aryor






































圏の広が りや外部 との交流 によって部落 と部落外 との境界は しだいにあいまいになりつつあ
る。いまの部落がそこに住む人々に社会的現実の構成を可能にするような 「文化的モデル」を
提供 していると考えるのは困難である。解放運動のイデオロギーがそれにあたるとしても、そ












































まも部落と部落外の地理的ならびに社会的境界が厳然として残 っている。外部社会 との交流 も










化=親 文化が子 どもに対 して直接的な影響を及ぼし、学校に対する態度や行動を指令するとい
446
う考え方は、ある種の決定論あるいは文化還元論的な見方を生み出すことになる。それは単純
明快であるが、現実の重要な側面を切 り捨てて しまいかねない。た とえば、これまでも指摘 し
てきたように、不本意マイノリティとしての部落は社会状況 とともに常に変化 している。強 く
明示的な偏見や差別によって取 り囲まれていた時代 と今日のように弱 く暗示的な偏見や差別の
時代 とでは、当然部落の人々の社会観や行動様式は異なって くる。また、生活程度が向上 し教
育機会へのアクセスも改善されて くると、社会的な機会や成功の とらえ方 じたいも変わって く


























合 も、 マ イノ リテ ィは学 校 を通 じた 社会 的成 功 のル ー トか らは は じき出 され る。
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図A再 生産論
下位文化1 青少年下位文化 学校制度 下位文化2
図駐 再創造論
i下位文化・1一レ[璽





これに対 して再創造論(図B)は、親文化=下 位文化 と青少年の下位文化 との直接的な関係









配文化(中 流階級文化)を 代表 している制度 とい う一枚岩的な学校に対する定義 も、一応括弧
にくくって現象を解釈する。そこでは、学校 という制度そ してそこにおける実践の 「重層的決
定性」(6)が前提 とされている。つまり、支配のためのイデオロギー装置 として学校をみるの
ではなく、学校は支配文化 とマイノリティ文化を媒介する装置であ り、学校 という鏡に照 らさ
れてはじめてマイノ リティ文化は明確な像を結ぶ と考える。もちろん、学校がマイノ リティに
対 して抑圧的 ・排除的な性格をもつ場合には、その子 どもたちの学校における成功の確率は低
くな り、反抗的な態度が醸成されるだろう。学校の規範や教師の行為をみずからの文化に対す
る脅威 と感 じるな らば、意識的 ・無意識的に自己の文化を防衛 しようとする行動や態度が生ま
れて くることになろう。 しか し、マイノ リティの子 どもといえども最初から学校文化に対 して
対抗的 ・反抗的な態度で学校に入って くるのではなく、学校での経験を通 して対抗的な文化が
形成されるのである。学校 という制度、規範、ハビ トゥスに触発され媒介されて、マイノリテ
448















同じものが支持されており、非行集団の逸脱的な行動を許容 した り承認 しているわけではない。


































ある。学校 も中流階級的価値だけがはばをきかせる場 というよりは、いくつかの矛盾 した価値
やイデオロギーが交錯する場あるいは多面的な鏡 と考えたほ うがよい。 どの面に映 し出される
かによって、労働者階級やマイノリティの姿はちがって くる。




感情を潜在化させていることが明 らかになるし、子 どもの不適応や低学力を深 く追究すること
によって、マイノリティに適合的な教育形態が深層でマイノ リティを排除するメカニズムを蔵
していることが発見されることがある。それらはすべて学校 というプ リズムを通 して発現する


























り捨てるだけでな く、現象間のつなが りを見えなくして しまうことにもなる。本論文で筆者は、
部落の置かれている現状、そ してそこに生起する現象を正確に把握 しそれに適合 した解釈を目
指 したつ もりであるが、重要な要素をすべて挿入するには至っていない。
部落の子 どもたちの もつハビ トゥスが学校 という場(当然そこには学校のハビ トゥスがある)







この 自己の一貫性は生まれ育ってきた文化 と自己の経験 との統合という観点から把握 されるも
のであり、生活史的方法などを用いたミクロな研究を必要 とする。これは、ローゼンバーグが
指摘 した 「自己への原因帰属」の問題につながるものであるが、ある者は解放運動のイデオロ













な層に偏っていた部落の子 どもの分布は、 しだいに中位層あるいは上位層の増加にょり、「二 こぶラ
クダ」型に変化 している(高 田,1993)。部落内の学力分化の要因解明は今後に残された課題である。

















の規則は社会のメンバーすべてに対 して平等ではな く、労働者階級やマイノリティに対 して不利なよ














ヘンは学校への不適応 というより直接的な要因(教 師の求めるものに応えられない とか、低学力に陥
った結果フラス トレーシ ョソが高まるといったこと)に非行の発生因を求めている。オグブの定式化
は、非行文化は親文化の影響を受けるという点でも、クロワー ド茸オーリンの理論 を受け継 ぐもので
ある。コーヘンは、中流階級的価値を重ん じる学校文化への適応あるいは準備という点で、労働者階




















ハビ トゥスを同一視すべきではない。ブルデューが意図しているのは 「実践の理論」であ り、運命論
的 ・決定論的な文化論ではない。ブルデューによれば、ハビ トゥスとは、「持続的であり移行可能な
性向のシステムのことであり、構造化する構造 として機能するような性格を持った構造化された構造
のことである。 ここで言 う構造化する構造 とは、すなわち、目的達成の意識的な行為や目的達成に必
要な特別な操作の習得を前提 としないで、その結果に客観的に適合しうる実践や表象を生み出し組織
化する原理のことである。それは、いかなる意味でも規則に従った結果 としてではなく、客観的に 『規
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Self-ConceptandAchievementofBurakuCh蒔drenandTheirMediated
ResponsesThroughSchool
研roshf㎜D且
Ihaveconductedthreelarge-scaleresearchprojectsintheOsakaareainthepastseveral
years.ThepurposeofourworkhasbeentoclarifythestateofBurakuchildren'sacademic
ach童evement,andtoexaminewhytheygenerallyhavearecordoflowerachievementthan
otherchildren.hconcertwiththislarge-scaleresearch,wehaveconductedinter蝋ewswith
anumberofparents,youthworkersandschoolteachers.Basedonthedatacollectedthrough
theseme㎝s,IdeschbethepresentpictureofBura㎞childreninrelationtotheirse壮一concepts
Imdcomm㎜ityculture.
First,Iintroducesomeresultsofourresearch,focusingonachievementandseh!一esteem.
OurresearchyieldsresultsthattherewassignificantgapbetweenBurakuchildrenandother
childreninachievement,butwedidnotwitnessdifferenceinself-esteem,atleastformiddle
schoolchildren.
Inordertounders伽dowresu虻s,Ista曲omRosenberg㎜dSimmons'for㎜lationofthe
self-esteem.TheyfolmdthatBlackchildren'sself-esteemishigherthanwhitechildren's,and
interpretedthisfactbyresortingtosocialpsychologicalinterpretation.Theirformulation
providesuswitharelevantframeworktointerpreteourresults.Thereasonwhyachievement
ofBurakuch量ldrenislowerthanotherchildreninspiteofequivalentself-esteemisthatBuraku
adolescentsbelongtopeer-groupswhichareoppositionaltoschoolauthorityandserveas
referencegroup.
Inthefina五part,Idiscusstheimportanceoftheroleschoolplaysinshapingminority
children'sresponses.Thestudentculturewithaversiontoschoolauthorityhasbeen
vigorouslytheorizedintherealmof"resistancetheory,"andtherelationshipbetween
minor呈tychildre11'slowerachievementandhistoricalexperiencesofminoritywithdiscrimi-
nationagainstbymai且streams6cialsystemhasbeenmanifestlyformulatedbyJ.Ogbu.Yet
,Imlikethosetheories,whicharguesthatoppositionalcultureinschooloriginatesfromthe
commlmitycultureofsubordinatepeople,Ipresent"reinventiont耳eory"toexplainBura㎞
children'sresponsestoschoo1.Inordertoavoidthedeterministicperspectivesandtodescribe
themorecontingentaspectsofBurakuchildren'sresponses,resortingtoA.K。Cohen's
delinquencytheory,Iemphasizeontherelativeautonomyofthecultureminorityadolescents
areinvolvedin,andtheirsubjectivechoiceindefenseofidentityagainstinjuriesandoP-
pressionsstemmingfromschoolandsocialIife.
